


















しい女（die Neue Frau）」と呼ばれたベルリンのモダンガールたちである。 
































































 マーシャ・カレコMascha Kalékoは『抒情的速記ノート（Das lyrische Stenogrammheft）』










































































 印刷メディアの繁栄はまた、ガブリエレ・テルギット Gabriele Tergitのように、女性の
ジャーナリズムへの進出を可能にした。彼女はウルシュタインと並ぶベルリンの三大出
版コンツェルンの一つ、モッセの『ベルリン日刊新聞』で記者として働いていた。 





































 イルムガルト・コイン Irmgard Keunの小説のヒロインは、みずから「女の子」と名乗
るところにその特徴がある。 














































 1932年にコインの代表作『偽絹の女の子（Das kunstseidene Mädchen）』が上梓された。
1931年夏に始まる「中都市」の法律事務所で速記タイピスト、ドーリスの日記形式の物
語には当初よりアメリカの作家アニタ・ルース Anita Loosの『紳士はブロンドがお好き
（Gentlemen Prefer Blondes）』(1925) （以下『紳士』）の影響が指摘されていた。両者には
モダンガール（ルース、コイン）によって書かれたモダンガール小説であること、主人
公のモダンガールに執筆された日記という設定にも共通点がある。 




























































































































 フライサー唯一の長編小説『小麦売りのフリーダ・ガイアー（Die Mehlreisende Frieda 
Geier）』の女性像の新しさは、タイトルにある「小麦売り」という職業とフリーダ・ガイ
アーという女性の名前のフルネームとの組み合わせにも表れている。外交販売員を意味
する「小麦売り」は「新しい女」に典型的な職業とは異なる当時男性特有の仕事であり、
またこれまでの内気な匿名の「女の子」に対し、フリーダ・ガイアーは自立心旺盛な女
性である。ジェンダーの観点から見た外交販売員と女性の名というミスマッチは、以下
のようなこの作品に内包される従来の価値観の転覆の要素を示唆している。 
外交販売員という職業は地方で居場所のない若者の就く職業として定義されている
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が、空間性に注目してフリーダと煙草屋を営む恋人グストゥルを見てみると、閉鎖的な
空間にいるのが男性のほうで、自由に動き回るのは女性のフリーダである。 
また二人の関係性については、グストゥルは従来の男女観に基づいた結婚に固執する
一方、フリーダは家父長制的結婚制度の欺瞞を見抜き、彼のプロポーズを拒否し、みず
からの自立を優先する。両者の間では言語でもフリーダが主導権を握るが、もっとも地
元で人気者のグストゥルの対し、彼女は地域社会で孤立している。フリーダに見る転覆
の要素とは、孤独を覚悟したうえで自らの自由を選び取ったところにある。 
ワイマール時代はスポーツの時代である。フライサーはエッセイの中でスポーツとは
身体的なものに限らず何にでも挑む姿勢だといい、スポーツを肯定的に捉えている。け
れどもこの作品ではスポーツ精神を体現しているのは、水泳選手グストゥルではなく、
スポーツの場から排除された女というジェンダーをもったフリーダなのである。 
フリーダ・ガイアーは二重の意味で女性像に対するアンチテーゼを意味する。まずは
これまで見てきた主人公同様、古典的女性像の拒絶である。しかしそれだけでなく時代
のヒロイン「新しい女」にも否を申し立てる。コインの主人公のように「若さ」を拠り
どころとする「新しい女」には、これまでの女性のあり方を転倒させる力はない。これ
に対し外交販売員フリーダは女性というジェンダーの固定化をかたくなに拒む。こうし
た姿勢はフライサーの短編『少女イエラ（Das Mädchen Yella）』の主人公とも重なる。彼
女たちは旧来の女性像の押しつけ（女性であることの宿命）をはねのけ、新しい世界に
飛び出していく。 
